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十勝地方南部 ・豊頃丘陵の維管束植物相(予 報)
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Abstract-F1・rawasresearchedatT・yok・roHillofsouthernT・kachi,H・kkaid・,where

locatedfrom40to200-ma.s.1.inelevation.Thevegetationisconsistedmainlyofsemi-natural

deciduousbroad-leavedforestsandman-madeconiferousforests,addedtorich-herbcommunitieson

smallrocky-cliffandwastelandaroundfarms.Distributionoftworemarkablespecies,ノ13!名 α81α1%3

初 ε〃z加 απαc6%sBungevar.〃z6魏 ∂z翻 α6θ%sand五 ン)ゴ10∂勿 窺 ,勉甑gゴ α!o一名α窺o∫%初Nakaiwerereportedin

thisareabyYokoyama(1951)./1.窺 翻 ろ名襯 α66πsvar.窺 翻 加 襯 α6侃swasfoundafter51yearssince

Yokoyama(1951).However,E.力s渉 顧 α!o一勿襯os襯wasnotfound.Weenumerated357plant

species,andsumoftotalnumberaddingYokoyarna'slistwas432species.Ofthem,26endangered

Plantswereincluded,whichweredesignatedintheJapaneseRDBorHokkaidoRDB,e.9.ノ1sα7%窺

∫∫6∂oZ観subsp.加 齢o!%oφoガ46s,P36%40吻 〃α磁Syloα'10αandP㍑6πo勿 ブ砂o卿oα.

は じ め こ

良好な 自然環境 を効果的 に保全す るためには,地 域ご とに保全計画が策定され る必要がある。そ の

ため には,市 町村単位か さらに細かい地 区単位(ま たは2次 メッシュ)で 自然の諸要素が把握され な

ければな らない。 国あるいは都道府県 ごとの植物相について は全体的な把握 が進み,特 に稀少植物 に

関 しては近年 になって レッ ドデー タブックが相次 いで作成されている(植 物地理 ・分類学会2002)。

北海道で も,伊 藤 ほか(1985;1987;1990;1994)に よる 「北海道高等植物 目録(1～IV)」 のほか,

北海道(2001)に よる 「北海道 の稀少野生生物 ・北海道 レッ ドデ ータブ ック2001」(以 下では道RDB)

が刊行されて いる。 しか し,北 海道 の植物相 に関す る市町村以下の単位 の植物相 については,地 域 に

よ って情報収集量 に大きな偏 りがあ り,不 十分な地域 も少な くない。今後,こ う した 「情報過疎地域」

を如何にな くして いくかが,き め細か い保全策 を実行す る上で大きな課題 とな る。

十勝地方 のフロラについては,横 山(1951)の 「十勝植物誌」によ り,合 計112科937種 が報告 さ

れている。本著は,著 者 自身による調査結果 だけで はな く,当 時の北海道大学農学部植物標本庫 に所

蔵され ていた 日高山脈 や大雪 山な どの標本デ ータをまとめてお り,当 時 の植物誌 としては非常 に充実

した内容 となっている。 しか し,そ の後50年 余 りが経過 して,現 在の植物分類学的体 系 に合わない

部分が生 じ,再 検討 ・改訂が必要 になっている。 また,全 域 的に 自然環境の改変が著 しく進んだ こと

か ら,現 在で も分布 ・生育 して いるか どうか の再確認が必要になって いる。その後,北 海道各地でさ

まざまな植物相調査が行なわれているが,十 勝地方 では上士幌町(滝 田ほか1996;丹 羽 ほか2000)を

例外 として,市 町村単位 の植物誌が編纂 されな いままに経過 してきた。近年,十 勝地方では,高 山帯

の植物相が比較的よ く把握 されているものの,低 地 の植物相の情報収集・整理が不十分である と言える。

豊頃丘陵は,北 海道十勝地方の南部 に位置す る小規模な丘 陵地で ある。横 山(195Dは,豊 頃丘 陵

※1さ っぽろ 自然調 査館,※2上 士 幌町 ひが し大 雪博物 館

※3上 士 幌町糠 平,※4北 海 学 園大 学
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を 「十勝植物誌」 をまとめ る際の重点調査地 の一・つ にした と思われ,そ こか ら198種 の分布 を報告 し

ている。その中には,い くつかの特筆すべ き種が含 まれている。そ の一つ,エ ダウチ アカバナは 「我

が国における保護 上重要 な植物種 の現状」(我 が国における保護 上重要な植物種及 び群落 に関す る研

究委員会植物 種分科 会編1989)と 道RDBに おいて,「 絶滅種」 と判 断された種である。 一・方,環 境

庁(2000)の 「改訂 ・日本の絶滅 のおそれのある野生生物」(以 下,環 境庁RDB)で は,同 種は 「絶

滅危 唄IA類 」(ご く近い将来 にお ける野生での絶滅 の危険性が極めて高 い)と されてお り,現 状把

握が急務 となってい る。 また,一 般 には高 山や 高標 高の石灰岩地 に生育す る稀少種 のキバナオ ウギ

(タイ ツ リオ ウギ)が,本 地域 に隔離的分布す る ことが報告 されて いる。 このほか,道 東地方では稀

なアカシデ ・コナラ ・ヤマ ツツ ジな ど温帯要素の植物の記録 もあ り,こ れ らに とって豊頃丘陵は国内

分布 の東限 または隔離分布地 にな っている。

しか し,豊 頃丘陵のフロラはその後報告されてお らず,そ の現状 は上記の特筆すべ き植物 を含めて

不明 となって いた。そ こで,川 辺がキバナオウギ の現状調査 を企画 し,こ れ に以前か らエダ ウチアカ

バナ の確認調査 を希望 していた佐藤が同調す る形で,2002年8月1日,川 辺 ・松田 ・佐藤の3人 に

よって調査を行 なった。 また,北 海道環境生活部 自然環境課 によるエダウチアカバナの現状調査 とし

て,同 年8月29日,丹 羽 と佐藤 が改 めて豊 頃丘 陵を踏査 した・ これ ら2回 にわたる調査 では・稀 少

種の現状調査だけではな くフロラの把握 に も努 めた ので,こ こにそれ らの結果を予報 として報告する

次第である。

北海道十勝森づ く りセ ンター(旧 浦幌道有林管理セ ンター)管 理課 の各位 には,入 林許 可に便宜 を

図っていただいた。帯広百年記念館 の池 田亨嘉学芸員には研究報告への掲載 でお世話 をいただいた。

さっぽ ろ自然調査館 の渡辺修,渡 辺展之の両氏には,表 作成への助 力と有益なコメン トをいただいた。

以上の方 々には心か らの謝意 を表す る。

調査地 と調査方法

1.調 査地概況

豊頃丘陵は北海道十勝地方 の南部 に位置 し,十 勝川 を東縁,糠 内川 を西縁,当 縁川本流 を南縁,農

野牛川を北縁 として,北 西側には幕別台地,さ らに十勝川 を挟んで北側 には居辺台地が連続す る。最

高標 高は336m,平 均標高約200mの 開析が進んだ丘 陵地 で,標 高300m付 近 に顕著な平坦面が あ

る(根 本ほか1933;今 井1962を 参照)。 この丘 陵は豊頃 ドーム ともいわれ,ジ ュラ紀後期 か ら白亜

紀前期 のチ ャー ト ・石灰岩 ・砂質泥岩 ・超塩基性 の海底火山噴出物 か らな る。 また本地域 は更新世前

期 に隆起 して陸化 し,そ の後海 に没す ることはなかった(山 口 ・佐藤1989)。 また,河 川 の浸食作用

によって河岸段丘 ・段丘斜面 ・堆積地 のほか,断 崖な ど比較的急峻な地形が形成 されている。

豊 頃丘陵のほぼ 中央 を十勝川水系の牛朱別川が横断 し,そ の本流は大川,支 流 は小川 と呼ばれてい

る。 大川 と小川 はそれぞ れ延 長約12kmと 約11km,両 者 を併 せ た範囲 は北緯42。39～44'東 経

143・20～25・に及ぶ。調査では,こ の大川 と小川 の合流点(標 高約40m)か らそれぞれ の上流 の標高

約200mに 至る流域 を対象 にした。

豊 頃丘陵の植生は,ミ ズナ ラ ・イタヤカエデ ・シナ ノキな どを主体 とする冷温帯性落葉広葉樹林が

卓越す るが,尾 根部には トドマ ツの混生する針広混交林がみ られる・本地域 に1ま自然購 区の指定が

_切 な く,こ れ まで道有林 ・賄 林 として施業対 象地 となって きた・ このため・全般1こ伐採 の影響が

残 る二次林や トドマツ ・カ ラマツな どの針葉樹人工林に替 え られ,こ の地域 の原植生 をとどめている

場所 は少ない。
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2.調 査 方 法

現地調査 は,2002年8月1日 および 同年8月29日 に行なった。1回 目の調査 では,林 道沿 いに踏

査 しなが ら出現種 を記録 し,特 に林道 に面 した露岩地 と石灰岩地 では詳細な観察を行 なった。2回 目

の調査では,小 川の最上流部(標 高約200m)か ら標 高約50mに かけて河道 内を徒歩 で踏査 しなが

ら出現植物 の種 名を記録 した。そ の際,川 幅が10mを 超 える中流以下では ,二 人の調査者が左右 の

河岸 を分担 して観察 を行な った。 また大川 では,林 道沿いに踏査 しなが ら,い くつか の地点(河 岸や

露岩地 を中心に)で 出現種 の記録を行 なった。 いずれの調査 にお いて も,植 栽 か 自生か の確認を行 な

った。

今回の調査 では,採 集許可を得 ていなか ったので証拠標本 の採集はせず,種 名 の記録 にとどめた。

したがって,植 物 目録の作成は,筆 者 らの記録の うち確実 と判断 される出現種 に基づいた。学名 と和

名は,基 本的には佐竹 ほか(1981,1982a,1982b,1989a ,1989b)・ 岩槻(1992)に 従 った。稀少

種の判定 につ いては,環 境庁RDB,道RDB,環 境庁(1976)の 自然環境基礎調査選定種 に基づ いて

行なった・さ らに,結 果 となる植物 目録は,「 十勝植物誌」(横 山1951)に 「豊頃小川」,「豊頃大川」,

「豊頃」,「 豊頃茂岩」 と産地 が明記 された種 を横 山の報 告種 として,今 回の調査 結果 に加 えて整理 し

た。整理 にあたっては,同 種異名 と思われ る種は種名の統一 を行な った(例 えば ウチ ワマ ンネ ンスギ

とマ ンネ ンスギ な ど)。

3.稀 少種エダ ウチアカバ ナとキバナオ ウギについて

今回の調査 の契機 となったエダ ウチアカバ ナお よびキバナオウギ について ,分 布 ・形態 ・生態的な

特徴 につ いてそれぞれ解説す る。

(1)エ ダ ウチアカバナ ερ〃ob1αηMas⑩ 燦o-ramosαmNakai(ア カバ ナ科 アカバナ属)

本種は・ 日本 ・朝鮮 ・中国東北部 ・ロシア極東(ウ ス リー ・アムール ・ダフ リア)に 分布 し,国 内

では北海道に稀 に産す る多年草で ある(大 井1975)。 そ の形態はホ ソバアカバナに似 てお り
,柱 頭は

棍棒状,葉 には鋸歯がな く全縁,茎 に稜線 がな いな どの共通点 を持つが ,茎 が多 くの枝 を分 けること,

葉の幅が広 い こと・花が小 さいことな どによって区分 され る(北 川1982) 。北海道 にお ける産地は ,

伊藤'日 野間 ・中井(1994)に よる と,胆 振 ・十勝の両支庁 が挙げ られているが,い ずれ も 「絶滅?」

と記述 されている。著者の一人,佐 藤 は,こ れ までに報告 のあった胆振 ・日高 ・十勝 の5ヶ 所の産地

を概観 した ところ,1ヶ 所 を除 いて350m以 下 の低標 高地 に分布す ることが分 かってい る。そ のう

ち1980年 以降 に確認 された唯一の産地で ある胆振 にお ける観察 によると,そ の生育地は,中 下流域

の砂 や小礫が堆積 した中州や河岸であ り(同 一河川で も礫径が大 きな岩礫や玉石が堆積 した上流域の

河原 では確 認 されなか った),比 較的 明るい環境 であ った(佐 藤1997) 。本種 は経済活動 の行 なわれ

やす い中下流域 に生育が限 られるため,さ まざ まな人為撹乱 にさ らされてきた と考 え られ る。

(2)キ バナオウギAsオraga1θsmembraηaceαsBungevar .membraηaceαs(マ メ科ゲ ンゲ属)

本種 はタイ ツ リオウギ の基本変種 で,日 本 ・朝鮮 ・中国東北部 ・モ ンゴル ・中央 アジア ・シベ リ

ア'ウ ス リー'ア ムール に分布 し,国 内では岩手県 と北海道 に産す る(清 水1982;大 橋1982)
。北海

道 における産地 としては後志地方の大 平山 と豊頃丘陵が知 られている。大平山では,石 灰岩岩壁の下

方 に隣接 し,砂 岩 ・チ ャー トの小礫 と石灰岩岩礫 の混 じる崩壊地 ・雪崩地 に生育する。本種の形態 は,

小葉 が17～21枚,花 は総状花序 につ き,黄 白色で長 さ約20mm,薯 裂片 は三 角形で短 い(薯 筒 の

1/2以 下)と いう特徴がある(清 水1982;大 橋1982) 。本種(種 内変異タイツ リオウギ を含 め)は 分

布が局所的で あることに加 えて,各 産地 とも個体数が少な く,絶 滅 の可能性の高い種 である。
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士
口

糸 果

1.稀 少種エダ ウチアカバナ とキバナオウギ につ いて

(1)エ ダ ウチアカバ ナ

今 回の調査では,本 種 を確認す ることはできなか った。以下に,調 査 した河川の現況 を記述する。

小川の最上流域では,河 川改修は認め られないが,川 幅が狭い うえに河道が深 く削 りこまれているた

め砂礫質 の河原はほ とん ど形成 されない こと,両 岸か ら張 り出 した樹冠 によって河床 面がかな り暗い

ことか ら,本 種の生育地環境 として良好ではないと考 えられた。 上 ・中流域では川幅が広が り,所 々

にやや 日当た りのよい砂礫質 の河原が現れたが,こ うした場所にはアキタブキ,オ オ ヨモギな どの高

茎草本が密生す る場合が多か った。 また,中 流域で は農地か らの土砂 の流入が認め られたほか,か な

り古い時代 に造 られた低 水敷護岸が あるな ど,人 為的 な影響が強 く認め られた。下流域 では完全 に三

面張 りに護岸 されてお り,河 原が 出現する余地 はほ とんど認め られなかった。一方,大 川 の上流域で

は,小 規模 な砂礫質河原が所 々に出現 したが,最 近(1年 内外)の 出水 によって生 じた と思われ る新

しい ものが多か った。中流域 では砂質河原が見 られ たが,全 般 に高茎草本 の繁茂が著 しく,農 地か ら

の土砂の流入 もかな り認め られた。下流域は三面張 りに護岸 され,排 水路状 にな ってお り,本 種 の生

育で きる可能性 は低 いと考え られ た。

(2)キ バナオウギ

今回の調査 によって,調 査範囲の1ヶ 所でキバナオウギ の生育 を確認 した。 生育地の詳細について

は盗掘防止のため明 らか にしないが,著 者 の一人,川 辺(2002)が 「ひが し大雪 だよ り」 に写真を紹

介 している。生育地では3つ のパ ッチに分かれ てお り,そ れぞれ の面積 と株数は20m×20m・10株

(繁殖株 は2株),3m×5m・10株(繁 殖株 はな し);4m×2m・12株(繁 殖株 は1株)で あった。

この生育地 は,南 西向きの急斜 面(傾 斜 角46度)に あ り,ミ ズナ ラやサ ワシバな どの小径木が林冠

を形成す る疎林で,林 床 にはイ ワヨモギ ・イヌヨモギ ・ホ ソバ ヒカゲスゲ ・エゾヤマハギ などが混生

していた。

2.植 物 相

2回 の調査 によ って,小 川地区で305種(4亜 種 ・1変 種 を含 む),大 川地 区で196種(2亜 種 ・

1変 種 を含 む),合 わせて357種 の植物 を確認 した(付 表)。 ただ し,こ れ以外 にも ドジ ョウツナギ属

の1種 ・シュスラン属 の1種(ツ リシュスラン と思われ る)・ アゼ スゲ と思 われ る種 を小川地 区で確

認 している。今回確 認された種の うち,カ ラマ ツと トドマツの2種 は植栽 されているが,ト ドマツは

尾根 筋に自生 も確認され ている。ナガバグサ,シ ロッメクサな どの帰化種(逸 出種含 む)は,小 川地

区で23種,大 川地区で13種,全 体 で27種 だった。 横山(1951)の 記録 と合わせた豊頃丘陵全体の

種類数は,432種(421種 ・2亜 種 ・8変 種 ・1品 種)と な った。

横山(1951)が 報告 した温帯要素 のコナ ラ ・アカシデ ・ヤマツツジ ・ミヤマハ コベは,今 回の調査

ではいずれ も確認で きなかった。しか し,オ オメシダ ・ナライ シダ ・ジュウモンジシダ ・ツタウル シ・

エゾ アジサイ ・マタタビな ど,北 海道で は 日本海側に多 く十勝地方では珍 しい植物が確認された。

今 回確認 され た種 の うち,環 境庁RDBと 道RDBに 掲載 されて いる稀少種 は以下 の通 りで ある・

タチイチゴツナギ(環EN;た だ し北海道 のものは帰化 と考 え られている),ア カンカサスゲ(道R),

ウスイ ロスゲ(環VU),オ クエ ゾサイ シ ン(道R),ノ ダイ オウ(環VU),ク シ ロワチガイ ソウ

(道Vu・ 環VU),ヤ マ シャクヤ ク(道R・ 環VU),チ ャボカ ラマ ツ(環VU),チ ドリケマ ン(環

NT),ト カチスグ リ(環EN),カ ラフ トイバ ラ(道R),エ ゾ シモ ツケ(環EN),ホ ザ キシモツケ
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(環VU),キ バナオウギ(道R),ク ロビイタヤ(環EN),ヤ マタニ タデ(環VU),エ ゾム ラサ キツ

ッジ(環VU),ク リンソウ(道Vu),ネ ム ロブシダマ(環VU),イ ワヨモギ(環VU)の20種 で

ある。 また,今 回確認で きなか ったが横山(1951)が 報告 して いる種 に,イ トモ(環VU;「 豊 頃」),

オオバ タチ ツボス ミ レ(環VU),エ ダウチアカバナ(道Ex・ 環CR),ク ロミサ ンザ シ(道Cr・ 環

CR),カ イジ ン ドウ(環EN;「 豊頃」),エ ゾノキ ヌタソウ(環VU;「 豊頃」)の6種 がある。 さ らに

これ ら以外 にも,ヒ メスギ ラン ・ナガバツメクサ ・エゾオオヤマハコベ ・エゾ ノレイジ ンソウ ・アカ

ミノルイ ヨウシ ョウマ ・エゾスグ リ ・ヤマハナソウ ・エゾ ノカ ワジシャ ・ミヤマキヌタソウ ・エゾム

カシ ヨモギ ・ムカ シヨモギ のll種 は,緑 の国勢調査選定種で ある。これ らを合計する と37種 となる。

考 察

1.エ ダウチアカバナとキバナオウギについて

横山(1951)の 「十勝植物誌」によると,エ ダウチアカバナは小川地区で確認されている。しかし,

今回は最上流部か ら下流部まで踏査したにもかかわ らず確認できなかった。小川の流路幅は狭 くて見

落としにくいこと,河 道から離れた場所に生育するとは考えられないことか ら,小 川地区における本

種の生育の可能性は低いといわざるをえない。小川地区では,本 来の生育地があると考えられる中下

流域で行なわれてきた河川改修が原因で,本 種が絶滅した可能性は高い。このような護岸工事が脅威

となっているのは,道 内の他の生育地においても同様である(佐 藤1997) 。道内におけるエダウチア

カバナの分布地は,不 確かな生育情報も含めて低標高地の数ヶ所にのぼるが,他 の場所でも極めて絶

滅に近い状況にあると思われるので,早 急に綿密な調査が必要である。実際2002年 には他に2ヶ

所の生育地を調査しているが,い ずれの場所でも確認することができなかった(佐 藤,未 発表)。
一方

,キ バナオウギは調査地の1ヶ 所で確認することができた。本種は典型的な隔離分布種であり,

種の保全を考える上でも,植 物地理学的な研究をする上でも今回の再確認は重要である。ただし,生

育地の面積は全体で400m2余 り,生 育株数は34株(そ のうち開花株は3株)に 過ぎなかった。確認

した周辺に別の小集団が点在する可能性もあるが,広 大な亜高山草原を有する大平山などのように,

大規模な集団が存在することは期待できないので,盗 掘等の脅威に対する保護策を慎重に検討しなけ

ればならない。

2.植 物 相

調査地の植生は,主 にミズナ ラな どを優 占種 とす る森林植 生,川 沿 いの湿地植 生,林 道や農地周辺

の荒地植生,露 岩地 の岩壁植生か ら構成 されて いる。 このような多様な植 生を反映 して,生 育環境 の

選好性の異なるさまざ まな植物群が見 られ,全 体 の種数 も過去 の記録を合わせ ると432種 と多 くな っ

た・ また・イ ワデ ンダ ・ツルデ ンダ ・フクロシダな ど,岩 上 を主な生育環境 とす る植物が多 い ことも

本地域 の植物相の特色 である。

横 山(1951)が 報告 した コナ ラ ・アカシデ ・ヤマ ツツジ ・ミヤマハ コベは ,今 回の調査では いず れ

も確認で きなかったが,こ のよ うな明 らかな温帯要素が 日高山脈以東 の本地域 にかた まって分布す る

ことは特筆す べきである。 北海道 にお ける温帯要 素の分布(渡 邊 ・大木1960)に つ いては
,温 量指

数や積雪量な ど気候条件 による説明が多 く試み られてきたが ,本 地域のよ うな寡雪寒冷地のケ_ス で

は このよ うな条件だけで説明す ることは難 しい。本地域 は古 い地質年代(ジ ュラ紀後期 か ら白亜紀前

期)の 岩石や地層が露頭 し,し か も前期 更新世以降,一 度 も海底に没す ることな く陸域 であった(山

口 ・佐藤1989)。 これ らの分布 を理解す る上で地質学的(地 史的)な 要 因につ いて も考慮すべきであ
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ることを示唆 して いる。

道RDBお よび環 境庁RDBに 該 当す る稀 少種 は26種,自 然環境基礎 調査の選定種 を加 える と37

種 にものぼ った。稀少種が多 く生育す る高 山帯 ・湿原な どの環境 を含まない本地域で,こ のよ うに多

い ことも,特 筆すべ きこととして挙げ てお きたい。

3.今 後の調査について

今回の調査ではエダウチアカバナを確認できなかった。ただし,大 川地区については流路沿いを完

全に踏査 したわけではないので,こ れを行なった上で本地域におけるエダウチアカバナの生育状況

(絶滅の可能性)を 判断したい。キバナオウギについては,周 辺に別の生育地がないかさらに調べる

必要がある。また,コ ナラ ・アカシデ ・ヤマッツジなどについても確認したいところである。

今回は標本採取許可がなかったため,記 録しても不確実な植物については植物 目録に掲載しなかっ

た。今後の調査では,採 取許可を得て証拠標本に基づく植物 目録の作成を行ないたいと考えている。

また,春 季植物相に関して調査していないので,こ れについても今後の課題とする。

4.植 物保護策に関する提言

本地域は,キ バナオウギなど絶滅の危惧される稀少な植物が数多く分布するのに加えて,温 帯要素

の集団的隔離分布地であるなど,植 物地理学的にも興味深い地域であるにもかかわ らず,何 ら特別な

保護区の指定がない。地域的に絶滅した可能性があるエダウチアカバナの例を見ても分かるように,

本地域では十分な保全策をとらないまま開発行為を進めたために,貴 重な自然環境を傷つけてしまっ

ている。本地域のかなりの面積が道有林となっていることから,管 轄する北海道に対して次のような

提言をしたい。究極的には,法 的規制力の強い何らかの保護i地域指定をすべきである。例えば,種 別

に採取禁止指定のできる野生動植物保護地区などの指定が考えられる。一方では,現 場レベルでの実

効ある保護i対策として,稀 少種の生育地では植林 ・伐採事業を中止すること,一 般の入林制限やその

周辺林道の閉鎖することなども重要と考えられる。加えて,こ れらの保護策を有効に実施するために

も,網 羅的な植物目録の作成,稀 少種ごとの生育量把握や分布図作成などの基礎調査を早急に実施す

る必要がある。
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付 表.豊 頃 丘 陵 の植 物 相

Appendix.FloraofToyokoroHill

科 名 No. 学 名 口禾 名 小川 大 川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横山 横山備考

ヒカゲ ノカズ ラ科11妙6gρ04伽 辮6加 麗 η∫6Christ ヒメスギ ラン 緑 ●

2五 グαψo伽 〃20∂ε6%7%〃2L.f.o∂30%7%〃2ウ チ ワ マ ン ネ ン スギ ●

みγ6ρρ04伽〃z3〃 辮 劾〃2Thunb.f.3

s67アα伽〃z
ホ ソバ トウゲシバ ●

トクサ科 4Eg酪6吻 祝 α7紹ηs6L. スギナ ●

5Eg嬬6'%初 勿 翻 α16L. トクサ ● ● ●

ハナヤ スリ科 6B吻 伽 撒 π彫 伽(Gm・1・)Rup・ ・
var.zo伽s'襯(Rupr.exMilde)C.Chr.

エゾ フユ ノハナワラビ ●

ゼ ンマイ科 70ε 〃zz粥4α6伽 πα〃zo〃z6αL. ヤマ ドリゼ ンマイ ● ●豊頃

ホ ウライ シダ科8.44伽 劾初 勿磁劾吻L. クジャクシダ ● ● ●

9Coπ ガ09解 〃z〃z6"z孟67甥64ガ αHieron. イ ワガ ネゼ ンマイ ● ●

コバノイシカグマ科101)6朋 ∫如64磁 爾 加 名ゴゴゴ(Moore)Christオ ウ レ ン シ ダ ● ● ●

1)云67配勿 吻 α卿 〃 襯 吻(L.)Kuhnvar.ll

Zα伽 ε6〃%辮(Desv.)Underw.exHell.
ワラビ ●

イ ワデ ン ダ科12、4≠ 勿7伽 〃z加 ω加oπsNakaiexKitagawaエ ゾ メ シダ ● ● ● メ シダ

13D6勿7∫ α ρ伽o名 α6勿s(Christ)M.Katoオ オ メ シダ ● ●

14.Dの α磁 勿cηoso名α(Christ)M.Kato ミヤマ シケ シダ ● ●

15/1'勿 γ伽初 加4α1π(Fr.etSav.)Nakaiヤ マ イ ヌ ワ ラ ビ ●豊頃茂岩

16、4'勿7勿 御 夕o々oso6π∫6(Fr.etSav.)Christヘ ビ ノ ネ ゴザ ●

Co7πo卿 万sc欄 蜘'o∫6γγ〃α孟α(Makino)17

Nakai
イ ッポ ンワラビ ● オオミヤマイヌワラビ

オシダ科 181加 曜6γ ガε翻 鷹 癬s(Milde)Christ オクヤマシダ ●

Z)冗yψ 孟6γ∫s6ゆ απ∫α(Pr.)Fr.一Jenkinsetlg

Jermy
シラネ ワラビ ● ●

20Dη ψ'6γガsα昭∬〃雇20〃zαNakai オシダ ● ● ●

21Dηoヵ ≠6γ∫s初o競601α(Makino)C.Chr.ミ ヤ マ ベ ニ シ ダ ●

227「 舵 妙 ≠碗sρ α1%s翻s(Salisb.)Schottヒ メ シ ダ ●

23ル 血漉%c6∫α8〃%砺oφ ≠説s(L.)Todaroク サ ソ テ ツ ● ●

240πoc16α07ガ8泓 αZガs(Hook.)Hook. イ ヌガ ンソク ●

0π0616α ∫6競 ろ〃歪sL.var.魏67吻 孟α25

Maxim.
コウヤワラ ビ ●

丁乃θ砂1)≠67ゼs/沈6go/)≠67ガ∫(L)Slossonex26

Rydb.
ミヤ マワラ ビ ● ●

27.4名 α6加 ガ046s∂o紹 α1∫sSerizawa ナライシダ ● ●

28、Po乏ysガ6乃z〃z∂ ηz4多zガ(Spenn.)Fee. ホソイ ノデ ● ●

Po砂s'歪o枷 吻6zαsカ640so7%〃z(Maxim.)29

Diels
ツルデンダ ● ● ●

PO砂 漉0加 辮 勉ZO∫0伽 」6α6甜吻30

(Kodama)Tagawa
サカゲイノデ ●

31、Po砂 珈6伽 〃z〃 ゆ'670η(Kunze)Presl ジュウモ ンジシダ ●

イ ワ デ ンダ 科32Wbo4s毎 〃¢伽6加7競s客sHook. フク ロシダ ● ●

33レ レboゐ∫α望りo砂s'ガc1セoゼ46sEaton イワデ ンダ ● ● ●

チ ャセ ン シダ 科34.4∫ ρ1θ痂%〃z∫%6勧 魏Thunb. トラノオ シダ ●

35.4∫ ρ16η勿祝 γゆ 紹6配 ゼゴKurata クモ ノス シダ ●

ウラボ シ科 L吻 ∫o欄 πs∫π7競 ∫ゼs(RegeletMaack)36

Chingvar.4ガ ∫伽 ∫(Makino)Tagawa
ミヤマ ノキ シノブ ● ●

37Po4ソ 」クod歪z4〃zカz〃歪6ガChrist オシヤグジデンダ ●

pγ7zos∫α 勿s云α孟α(Thunb.exHoutt.)38

Ching
イ ワオモ ダカ ● ● ●

マ ツ科 39.4伽ssα6勿1勿6競s(Fr.Schm.)Mastersト ドマ ツ ● ●

40Lα 癬 んα翻 卿7ガ(Lamb.)Carriere カ ラマ ツ E ● ●

41、P歪66αg励 纏(Fr.Schm.)Masters ア カエ ゾマツ ●
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帯広百年記念館紀要 第21号2003

科 名 No. 学 名 口禾 名 小川 大川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横山 横 山備 考

イチイ科 42π κπsα4s望 リノ4α孟αSieb.etZucc. イ チイ ● ●

セ ン リョウ科
C配o%侃!加 ∬6〃 α嬬(Thunb.)Roem.et43

Schult.
フタリシズカ ● ●

ヤナギ科 44Poρ 〃π∫ 〃zακガ〃zoωガozπA.Henry ドロノキ ● ●

45 -Po卿1πss勅01襯Miq. ヤマナ ラシ ●

46Sα1匿 κg縦 跳 砂ZαMiq. ネコヤ ナギ ● ● ●

47Sα1㍍ ぬ〃'のz〃Floderus エゾ ノバ ッコヤナギ ● ● ●

48Sα1伽 勿≠6g名αThunb. イ ヌコリヤナギ ● ●

49Sα1㍍ んo勿 αηα9ガKimura コリヤナギ E ● 栽培品より逸出

50Sα1歪 κρ6≠一∫πs%Kimura エゾ ノキ ヌヤナギ ● ● ●

51Sα 傭 ∫α6勿1伽 例sガsFr.Schm. オ ノエヤナギ ● ● ●

52Sα1㍍sπ 励 αgガ1ガsAndersson タチヤナギ ●

クル ミ科

〃8Zα%s7η 伽4s加 沈 αMaxim.

53var.sα6勿1勿6癬s(MiyabeetKudo)

Kitamura

オニグル ミ ● ●

カバノキ科 54/41多 ¢z6s〃zα κガ〃zoω ガ02"Call. ミヤマハ ンノキ ●

55/11朋s乃 〃∫%如Turcz. ケヤマハ ンノキ ● ● ●

56且1π%sブ 砂o痂6α(Thunb.)Steud. ハン ノキ ● ヤチハン ノキ

57」B6劾Zα 〃zακ勿zoω ガ02ガαηαRege1 ウダイカ ンバ ● ●

B6!z〃α 。ρZα加)乃夕〃αSukatchev58

var.ブ 砂o競 α(Miq.)Hara
シラカンバ ● ● ●

59Cα η)勿z6360名4α 孟αBl. サ ワシバ ● ● ●

60Cα η)勿%5Zα κ刎oη(Sieb.etZucc.)Bl.ア カ シデ ●

610s耽yα グα!)07zガ6αSargent アサダ ●

ブナ科 62Q粥z6πs4翻 伽Thunb.exMurray カ シワ ● ●

63(2鰐zc%s〃zoπ8101磁FischerexLedeb.モ ンゴ リナ ラ ●

Qz昭 名α4s吻oπgo1ガoαFischervar.67ガs/)嘱 α

(Bl.)Ohashi
ミズナ ラ ● ● ●

64(加 瑠3s67編 αThunb.exMurray コナラ ●

ニ レ科
65伽%・ 伽 伽 αPlan・h・va・ ・ブα蜘 ・α(R

ehder)Nakai
ハルニ レ ● ● ●

σZ〃zz4∫6α 加認 α多zαPlanch.var.ノ α1)o多zガoα

(Rehder)Nakaif.s勿 ∂6名osαNakai.
コブニ レ ●

66σZ〃z〃sZα6編 α孟α(Trautv.)Mayr オ ヒ ョウ ● ●

クワ科 67飾 〃zz〃z4sブ のりoπ歪α6sSieb.etZucc. カナム グラ ●

68枷 吻編1%蜘 ・Lv・ ・… 伽1酪(Mi

q.)Maxim.
カ ラハナ ソウ ● ● ●

69ル1∂ γz4sαz4ε'πz1ガsPoir. ヤマグ ワ ● ●

イ ラクサ科 70Bo6伽6磁 〃ガ6%膨 ∫(Hance)Makinoア カ ソ ● ●

.Bo6伽 爾 α 〃勧 珈s(Hance)Makino

var.襯 勧 吻sMakino
クサコアカ ソ ● ● ●

五α1)07'6α1うz61∂ 加 名α(Sieb.etZucc.)71

Wedd.
ム カゴイ ラクサ ● ● ●

72Pガ16α 〃　oπgo1加Wedd. アオミズ ● ●

73乙 〃ガ6αo:ηgπ8妙b1毎Fischer ホ ソバイ ラクサ ●

741万'ガ6α 乙αθ吻 加 π5Maxim. コバ ノイ ラクサ ●

75砺 加 μ吻 ク勿1ZαWedd. エゾイ ラクサ ● ● ●

ウマノスズクサ科 76臆 ・α・%励 伽 吻 ・ガ4・・(F・ ・S・hm・)F
.Maek.

オクエゾサイ シン 道R● ●
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丹羽真一 他 十勝地方南部 ・豊頃丘陵の維管束植物相(予 報)

科 名 No. 学 名 口禾 名
小川 大川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横 山 横山備考

タデ科 77Poかgo鰍 挽 α砒 πZα紹L. ミチヤナギ ●

78.P67s加 磁yo肋 ∫伽 πα(Makino)Nakaiハ ナ タデ ● ●

79、P67sガoα7ガ αZα1)α 漉 σ01ゴα(L)S.F.Gray オオイ ヌタデ ●豊頃茂岩

80、P6短6α 磁10ηgガs6孟 α(DeBruyn)Kitag.イ ヌ タデ ●

81、P67s∫6α 磁 ηゆα16競8(Meisn.)H.Grossタ ニ ソ バ ● ●

82P6短oα 万α/)6〃b1∫α'α(L.)H.Gross イ シミカワ ● ●豊頃茂岩

Rの ηoκ 磁sα 碗 α1勿6πs∫s(Fr.Schm.)83

Nakai
オオイタ ドリ ● ●

84.P6短6α 擁 ε勧014ガ(Meisn.)Ohki アキ ノウナギツカ ミ ●

P6zsガ6α ガα 〃zz6η∂6響 ∫∫(Sieb.etZucc.)85

H.Gross
ミゾソバ ● ● ● オオミゾソバ

86P6短6α7∫ α 廊 α膨 π～(Makino)H.Grossア オエ ダ ウチネバ リタデ ●

87、P6鴬 ゴoα7∫α 〃zα々勿oガ(Nakai)Nakai オオネバリタデ ●豊頃

881～%〃zα α06'os6〃 αL. ヒメスイバ N ●

89R%甥6κ67∫S勿sL. ナガバギシギシ N ●

901～ π〃z6κ10π9〃∂1伽∫DC. ノダイオ ウ 環VU● ●

91R%初6κo玩 πs加1伽sL. エゾノギシギシ N ●

アカザ科 92C乃6ηo望 り04∫Z仰zα1∂z御zL. シロザ N ● ●

ナデシコ科 C6辮s'伽 〃z乃oZos'60歪46sFriesvar.93

勿 〃α細 駕 πs6(Nakai)Mizushima
ミミナグサ ●

Cπ6%∂ α1%∫ わα66旋7L.var.抑oηz6πs94

Miq.
ナ ンバンハ コベ ● ●

95Dガ α窺加ssゆ67伽sL.var.s吻67伽s エゾカワ ラナデ シコ ●

96ル 勿oso筋 αg%読6襯(L.)Moench ウシハ コベ ● ●

97S歪16π6ガ7〃zαSieb.etZucc. フ シグ ロ ● ケフシグ ロ

98ル10θ 乃7勿zgづαZα 渉67〃70名α(L.)Fenzl オオヤマ フスマ ● ●

99、Ps6認os'61Zα7毎 砂1刀α'∫6α(Maxim.)Paxク シ ロ ワ チガ イ ソ ウ 道Vu/環VU● ●

100Sαg勿 α ブ砂oη 磁(Sw.)Ohwi ツ メクサ ●

S'6〃α磁 αZs勿6Grimmvar.襯 伽 嬬 α101

(Thunb.)Ohwi
ノミノフスマ ●

102S'611α7毎 ノ吻21〃Regel シラオイハコベ ● ●

103S≠611α7毎1ωzg〃 ～)1毎L. ナガバツメ クサ 緑 ●

104S≠6〃 α7ガα 〃z64毎(L.)Villars ハコベ N ●

105S'6〃 α7ゴαm4ガ απ∫L. エゾオオヤマハ コベ 緑 ● ●

106S孟611α7ガ α ∫6∬ゴ1卯o名αYabe ミヤマハ コベ ●

カツラ科 107C676∫4勿 勿 〃%吻 ブαρo痂c%挽Sieb.etZucc.カ ツ ラ ● ● ●

キ ン ポ ウ ゲ科108.460η 伽 挽 紹8偽Lev.etVant.
エゾ ノレイジンソウ 緑 ● ●

109、460痂 伽〃zッ6εoθπs6Nakai エゾ トリカブ ト ● ●

ノ100疵伽〃z夕6εo例sθNakaivar.

60η 祝∂加7雄 η(Nakai)Tamura
ウスバ トリカブ ト ●豊頃

llO/16`α6α6η 魏%ooα η)αFisch. アカミノルイヨウショウマ 緑 ● ●

lll/1π6〃zo多zθ46配1ガsFisch. ヒメイチゲ ●豊頃

ノ1(7z4∫169づα ∂〃6㎎6万 α7zαSieb・etZucc・ll2

var.o那 ゆ α1α(Trautv.etMey.)Kitam.
オオヤマオダマキ ●

ll3Cα 〃加 ρα1πs魏sL.var.力 励 ♂Hanceエ ゾ ノ リ ュ ウ キ ン カ ● ●豊頃

ll4C翻6吻 即s翻 ρ16κWormsk・ サ ラシナ シ ョウマ ● ● ● エゾ ショウマ

115C16〃zα ガso6乃o渉 のzsガs(Pall.)Poiret ミヤ マハ ンシ ョウヅル ●

.Pα60伽 ノ砂o競 α(Makino)Miyabeetll6

Takeda
ヤ マシャクヤ ク 道R/環VU ●

ll71～ αη%η6〃%ss∫167荻)1ガz68Lev. キツネ ノボタ ン ● ● ヤマキツネノボタン

丁勿1離 翻 卿 擁 襯Lvar.gZα 魏 ∫66ηsll8

Takeda
チ ャボカ ラマ ツ 環VU ●

丁勿1ゴ6〃π〃z魏 漁sLvar.勿 ρo伽6%〃zll9

(Sieb.etZucc.)Miq.
アキカ ラマ ツ ● ●

丁勿1∫ε勧 〃z〃2漁sLvar.∫ 妙6〃 α伽2

(C.A.Mey.)Tamura

コカラマツ ●

120丁 乃α1歪6〃π〃zsα6〃 α1ゴη6η∫6Lecoy. エ ゾカラマツ ● ● ●
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帯広百年記念館紀要 第21号2003

科 名 No. 学 名 和 名 小川 大 川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横山 横 山備考

メギ科 121B67∂ 碗s醜 観 ∂6ア9ガDC, メギ E ●

122C砺1ψ 勿 〃π辮zo伽'襯Maxim. ルイ ヨウボタン ●

モク レン科 漁9π01Jo:ρ η6606ガ∬翻 αKoidz.123

var.∂o紹 α1ガs(Sargent)Koidz.
キ タコブシ ●

124」 悔gη01ガ αo∂oθ磁αThunb. ホオ ノキ ● ●

マツブサ科 125S6雇 ∫α%4η6ぬ 勿侃sゴs(Turcz.)Bai11. チ ョウセ ンゴミシ ● ●

ケシ科 C加1ゴ40伽 〃　〃z吻sLvar.αs魏 ゴ6襯126

(Hara)Ohwi
クサ ノオ ウ ● ●

127Co勿y4α1ガsんz4s痂%oθ7¢sゴsFukuhara チ ドリケマ ン 環NT● ● ツルキケマ ン

アブラナ科 128.4励 ∫∫御 伽L.var.加 〃z納oα'忽Fisch .ミ ヤ マ ハ タ ザ オ ● ●

129/4名 α∂歪s/)6π4%ZαL. エゾハタザオ ●

130C翻61伽 ψ ∬%吻(Miller)Thell . アマナズナ N ● 帰化

Cαz吻 〃z勿6Z6π6α η〃乞α(Tausch)131

0.E.Schulz
コンロンソウ ● ●豊頃

132Cα 名4伽 珈%卿1伽 αMiq. ヤマ タネ ツケバナ ● ● オオバタネッケバナ

1331～07ψ1)α ゴ∫Zαη漉6α(Oeder)Borlas スカ シタゴ ボウ ●

1341～07勿1)α ミylo6ε〃歪sBesser キ レハイヌガ ラシ N ●

ベ ンケ イ ソ ウ科135S64%挽 α歪200πL .var.α 伽oπ ホソバ ノキ リンソウ ● ● ●

136S64π 〃z々 α〃z孟∫o乃αガ6%〃zFisch. エゾキ リンソ ウ ● ●

137琢Zo'4砂 痂%窺 肥漉6沼 α'%〃z(L)H.Ohbaミ ツバ ベ ン ケ イ ソ ウ ●

ユ キノシタ科
138

・4s痂6!加 幼 θ移 歪(Sieb.etZucc.)Miq.

var.60π96s彪H.Boiss.
トリアシシ ョウマ ●豊頃

139C乃 ηso砂1侃 勿辮 παg6♂1加7%吻Fr .Schm.ツ ル ネ コ ノ メ ソ ウ ● ●

140C乃 η∫oψ伽 ∫襯g鰐 αππ初Maxim . ネコ ノメソウ ● ●

α 刎so⑫ 伽 勿吻 肋棚 ε6加オ吻 甥Fisch.exl41

Seringe
チシマネ コノメソウ ●

142功 伽9・ α・・臨 α(Thunb・ ・xMurray)S
er.var.〃z6即oα η)α(Ohwi)H.Ohba

エゾアジサイ ●

143功4%侃g6α ρα競%鰯 αSieb.etZucc .ノ リ ウ ツギ ● ● ●

1Zソ4名α%96α1)伽zゴ α4Zα孟αSieb.etZucc .

var.勿 云〃 ηz64毎H.Boiss
ア ジサイ ノリウツギ ● ●

1441乏 ソ4クηπ816α1り6あoZα 万sSieb.etZucc. ツルア ジサイ ● ●

145・ 配必6s鰯 ⑳1勿 吻Janczewski エゾスグ リ 緑 ● ●

1461～ ガ∂θs〃 ガs陀Pallas トカチスグ リ 環EN●

So:κ伽8α ノ=∂7劾π♂Hook.fil.var .147

勿6ガsolo∂α如(Engl.etIrmsch.)Nakai
ダイ モンジソウ ● ●

148Sα κ伽8α ノ勿s6αMaxim .var.ノ 嘘 α エゾ クロクモソウ ● ●

149Sα κψ「αgα ブ曜)o疵oαH.Boiss. フキユキ ノシタ ●

150Sα κ吻 即sα ε勿1勿6ηsゑsFr .Schm. ヤマハナ ソウ 緑 ● ●

S6ぬ 歪2ρρ乃ηzg〃zα 勿ソ6クη〃8160ガ46sSieb .etl51

Zucc.
イ ワガ ラ ミ ● ●

152丁 毎兜ZZα/)o砂ρ勿1ZαD.Don ズ ダヤ クシュ ●
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丹羽真一 他 十勝地方南部 ・豊頃丘陵の維管束植物相(予 報)

科 名 No. 学 名 口禾 名 帰化RDB劣lll翻 制 酬 横 山備考

バラ科 ノ1gγ勿zo多zゴα ρガ10sαLedeb.var.ブ α1)o多z歪6α153

(Miq.)Nakai
キンミズ ヒキ ● ●

且7襯cπs伽 傭 ∫(Walt.)Fern.var.154

陀鰍 加1伽s(Nakai)Hara
ヤマブキ ショウマ ● ●

155C名 伽6g%s6〃070sα76αMaxim. ク ロミサ ンザ シ 道Cr/環CR/緑 ● エゾサンザシ

156-F∫ 妙 伽 伽 ♂α加 〃爵 漉 α'∫oα(Pall.)Maxim.オ ニ シモ ツ ケ ● ● ●

157」Fガ14)例 伽Zo:夕6go6πsガsHara エゾ ノシモ ツケソウ ●

158G6z4〃zα1吻)歪 α4〃zJacq. オオダイ コンソウ ● ●

159G6%窺 ブα1)o疵6%〃zThunb. ダイ コンソウ ●

G6襯 挽α6勿 勿11襯Willd.160

var.sα6勿1勿 θηs6(Koidz.)Hara
カラフ トダイコ ンソ ウ ● ●

161Po纏 媚 α6吻 渉o`α6πガα6Maxim. ミツモ トソウ ●

162Po'6雇 ガ〃o:4歪 εん〃z∫〃Fr.etSav. イワキ ンバイ ●

Po纏 媚 α加9説oゴ46sLvar.〃z`ηoγ163

Maxim.
キジム シロ ● ●豊頃

164」Po渉6競 〃αノ勿 ノ痂απαBornm. ミツバ ツチ グ リ ● ●

165Po渉6痂 ガ〃α η07〃6gガcαL. エゾ ノミツモ トソウN ●

1661)7π%πs〃zα κ勿zoω∫oz毎Ruprecht ミヤマザ クラ ● ● ●

167Pγ πππSjウα4z6∫L. エ ゾノウワ ミズザ クラ ●

168P7%%%s∫o:名gθ 配〃Rehder エゾヤマザクラ ● ●

1691)7瑚 πs∬ ガ07歪Fr.Schm. シウ リザク ラ ● ●

1701～osα 〃zα7zαガLeveille カ ラフ トイバ ラ 道R ●

1711～o∫ α α6ガ6%如7∫sLindl. オオタカネバ ラ ● タカネバ ラ

172R%∂z6s6辮'α θg加1勿sBunge クマイチ ゴ ● ● ●

173R舶 πs〃zα醜 〃z微z鰍sLev.etVant.エ ゾ イ チ ゴ ● ●

1741～%わ π∫ 〃z6sogα6%∫Focke クロイ チゴ ● ● ●

175翫 枷s助06航oZαs劾sMaxim. エビガライチゴ ●

Sαπgz〃so7∂α'醜%〃b1ゴ αFisch.exLinkl76

var.α1∂ αTrautv.etMey.
ナガボ ノシロワレモコウ ● ●

177So7∂ α7毎soγ ∂加1毎(L.)A.Br. ホザキナナカマ ド ●

178So7伽sα1η 加1∫α(Sieb.etZucc.)C.Kochア ズ キ ナ シ ● ●

179SoγZ)z6ε(:o甥 〃z歪κ孟αHedl. ナナ カマ ド ● ●

1805シ)〃 α60:sα1歪6加1ガαL ホザキシモツケ 環VU ●

181Sμ η6α ∫θ7∫6θαTurcz・ エゾシモツケ 環EN ● ●

182肋14∫'6勿 毎'67%磁 α(Steph.)Fritschコ キ ンバ イ ● ●

マ メ科 /1〃ψ砺6αη)α6α加α6'6認α(L.)Fernald

l83subsp.α 魯6ωo励 〃(Benth.)Ohashiヤ ブ マ メ

var.ブ α1)ωzガ6α(01iver)Ohashi

● ●

184/1s〃 αgπ1z6s〃z6祝 わ7απα06z6sBunge キバナオウギ 道R ● ● タイ ツリオウギ

D6∫〃zo4勿 〃z1)0406α η)π〃zDC.

185subsp.α 研ヵ勿 〃%〃z(DC.)Ohashi

var.脚 η4駒 纏6襯Maxim.

ヤブハギ ● ● ヌスビ トハギ

186L6s1)6462α 尻oolo7Turcz. エゾヤマハギ ● ● ●豊頃

ル伽 襯 α 伽 鷹 競sRupr.etMaxim.187

subsp.枷6㎎ 碗(Maxim.)Kitamura
イヌエ ンジュ ● ● ●

188T7加1脇 〃Zjクη'例s6L. ム ラサ キツメクサ N ● ●

189T7乏1～)1歪z仰zzゆ6%sL. シロツメクサ N ● ●

lgoyゼ6毎6%α66αL. クサ フジ ● ● ● ホソバクサフジ

191y歪6∫ α 観 加9αA.Br. ナ ンテ ンハギ ● ●豊頃

フ ウ ロ ソ ウ科192G6辮 痂〃初6万 αη劾%〃zDC・ チ シマ フウロ ● ● ●

G6zα 廊 〃2sづわ〃ガo翻L.var.9励 吻sl93

(Hara)Ohwi
イチゲ フウロ ●

G6名伽 伽辮 ηの α1θπ∫6Sweetsubsp.194

漉z〃z∂6堰〃(Sieb.etZucc.)Hara
ゲ ンノシ ョウコ ● ● ●豊頃

195G6名 α疵 翻 ω∫⑳ 名禰Maxim. ミツバフウ ロ ● ●
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帯広百年記念館紀要 第21号2003

科 名 No. 学 名 口禾 名
小川 大川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横 山 横 山備考

カタバ ミ科 1960冤 α1ガsノ∂多z孟απαBunge エゾタチカタバ ミ ●

ミカ ン科 1971)1z611046π4名oπ α〃zπz㍑ ∫6Rupr. ヒロバ ノキハダ ● ● ●

ツゲ科 198」 翫6勿 ∫αη4zα'67祝 加α1♂sSieb.etZucc.フ ッキ ソ ウ ● ●

ウルシ科 1991～ 乃πs{z〃z配9π αLavall.exDipP. ツタウルシ ● ● ●

ニシキギ科 200αZαsか%so7配6πZα'%sThunb. ツルウメモ ドキ ● ●

201E%o砂 〃zπsαZα伽s(Thunb.)Sieb. ニシキギ ● ● ● ケニシキギ

202E%oη 夕〃zπs〃zα67ρ ρ`67ZfsRupr. ヒロハツ リバナ ● ●

203、 翫o獲 遡%sα ゆ 勿 〃%sMiq. ツ リバナ ● ● ●豊頃

204E%oπ ッ〃z〃sε 歪6∂014∫α多zz6sBl. マユミ ● ●

ミ ッ バ ウ ツ ギ 科205S云 砂 勿16α 伽 〃zα1磁(Thunb.)DC. ミツバ ウツギ ● ●

カエデ科 206/1667g勿 ηαZαMaxim. カラコギ カエデ ● ● ●豊頃

207/1667ノ αヵo痂6π〃zThunb. ハ ウチワカエデ ● ● ● オウメイゲ ツ

208.46〃 窺加 伽Maxim. クロビイ タヤ 環EN/緑 ●

209.46θ7初oπoMaxim. イタヤカエデ ● ● ●
エゾ イタヤ ・エゾ

モ ミジイタヤな ど

ノ1667魏oπoMaxim.var.挽 の幡

(Schwerin)Sugimoto
ベニイ タヤ ●

210/4.667α 〃zo6πz4挽Ca「 「. オオモ ミジ ● ● ● ヤマモ ミジ

ツ リ フ ネ ソ ウ科211加 ρα舵%sη01磁 πgθ%6L. キ ツリフネ ● ●

2121吻 α'伽 ε!醜o万Miq. ツ リフネ ソウ ● ●豊頃

クロウメモドキ科 213R伽 榔 ブψ ・漁Maxim・
var.加0航 α

エゾ ノクロウメモ ドキ ● ● ク ロウメモ ドキ

ブ ドウ科 214レ7'ガs60忽 π6ガo:6PulliatexPlanch. ヤマブ ドウ ● ● ●豊頃

シナ ノキ科 215丁 伽 ブψ 傭6α(Miq.)Simonkai シナ ノキ ● ● ●

216丁 歪1毎 挽ακ廟oω ∫02勿紹Shirasawa オオバボダイ ジュ ●

丁魏α 初ακ伽oω 歪面 αηαShirasawa

var.y6soα ηα(Nakai)Tatewaki
モイワボダイ ジュ ●

マタタ ビ科
217肋 漁 ・㎎吻(Sieb・etZucc・)P1・n・h・

exMiq.
サルナシ ● ●

218五 伽 伽 励 珈 肋(Rup…tMaxim・)M
axim.

ミヤ ママタタ ビ ● ●

219/46'勿 ガ4勿 。ρoそソ8セz〃zα(Sieb・etZucc・)Pl
anch.exMaxim.

マ タタビ ●

オ トギ リ ソ ウ科220伽67加 〃zαs釧zoηL. トモエ ソウ ● ●

2211現)67歪6%〃z6z召o!鰯zThunb. オ トギ リソウ ●

ス ミレ科 222四 〇如 α6%ηz勿α孟αLedeb. エゾ ノタチ ツボス ミレ ●

223yゴo如6011勿 αBess. マルバケス ミレ ●

224yゴoZαg勿 ゆ066辮sA.Gray タチツボス ミレ ● ●

225四 ・如 伽 紳 臓Fisch・
subsp.sα 伽1勿6競 εW.Becker

オオバタチツボス ミレ 環VU ●

226碗oZαsα66乃 α1勿67zsガsH.Boiss. アイ ヌタチツボス ミレ ● ● コウライタチツボスミレ

227レ70如s61々 〃 勿々Pursh ミヤ マスミ レ ● ●

228四 〇如 〃θ廻6襯 磁A.Gray ツボス ミレ ● ●

アカバナ科 229C伽 α6麗7翻 伽g%s!加 〃%〃　(L.)Scop .ヤ ナ ギ ラ ン ● ●

230C〃606α α4)勿αL. ミヤマ タニ タデ ●

231C〃6α6α67zの6s667zsFr.etSav. タニタデ ● ●

232C伽 ・α 卿"繍 α孟α(Maxim・)F…tS
av.

ヤマタニタデ 環VU●

233β ρガ10∂勿辮 ヵ 頭gゴα云o辮甥os鰯zNakai エダウチアカバナ 道Ex/環CR/緑 ●

1珈10ろ 伽卿gZα η伽10∫%挽Lehm.234

var.αsづ αガ6%〃zHara
カラフ トアカバナ ●

235」 醗)ガ10∂ゴz4〃z!)α1z6s〃6L. ホ ソバ アカバナ ●

2360θ7zo漉6πz尻 の〃z歪sL. メマ ツヨイグサ N ● ●
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丹羽真一・他 十勝地方南部 ・豊頃丘陵の維管束植物相(予 報)

科 名 No. 学 名 口禾 名 小川 大川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横 山 横 山備考

ウコギ科 ノ10απ劾o望りα7zακ4勿 α7ガ6α'z4s(Sieb.et237

Zucc.)Seem.
ケヤマ ウコギ ● ● オニウコギ

E16励6名060ε0%SS磁4ψ 勿110醜S(Fr.&238

Sav.)Ohashi
コシアブ ラ ●

EZ6π 〃z6名06006π ∫s6π'ガcos%s(Rupr.&239

Maxim.)Maxim.
エゾウ コギ ● ● ●

240/1駕1勿60名4α 孟αThunb. ウ ド ● ●

241.4名 α1ガα θ鰯 α(Miq.)Seemann タ ラノキ ● ●

242κ αZρραηακμ6伽 ∫(Thunb.)Nakai ハ リギ リ ● ● ●

セ リ科 243.Aπg61ゴoα64〃 ∫5MiyabeexYabe アマニ ュウ ● ●

244〆1η8161歪6αg伽 砂7砿 αNuttall オオバセ ンキュウ ●

245、 肋8161∫cααηo吻αZαLallemant エゾ ノヨロイグサ ● ●

Bゆ16π γπ〃zloπ96η4勿'%〃zTurcz.

246subsp.sα6加1勿6πs6(Fr.Schm.)Kitag.

var.6伽 伽sKitag.

ホタルサイコ ● ● ●

トカチサイコ/

ホタルサイコは

●豊頃に分布

247C加 〃zα6Z64θ伽 〃　∂6πs(Thunb.)Makinoセ ン トウ ソ ウ ●

248C刀 ゆ渉o如6痂α ブ砂o痂6αHassk. ミツバ ● ●

249飾 ηz616%〃z4z〃66Fisch. オオハナ ウ ド ● ● ●

25006π απ動6ブ αoα疵6αDC. セ リ ●

2510s〃zo7雇 詔 α7魏 α云α(Thunb.)Rydb. ヤブニ ンジン ●

252、P6zκ θ4αηz6〃z!6z功 ガ7z漉α66z6〃zFisch. カ ワラボ ウフウ ●

253Sα 痂6〃 αo〃 勿6πs該sBunge ウマ ノミツバ ● ●

254To7ゴ1ゴsブ α1)o痂oα(Houtt.)DC. ヤ ブジラミ ●

ミズキ科 255Sω ガ4α60窺zo彬 欝α(Hemsl.)Sojak ミズキ ● ● ●

イチヤク ソウ科256C雇 〃z砂雇Zαブ砂o航 αMiq. ウメガサソウ ●

2572ソ70Zα 勿oα〃zα云αFischer ベニバナイチヤ クソウ ●

258」 助oZα 欄 加1ゴαMaxim. ジ ンヨウイチヤ クソウ ● ●

ツツジ科 259L6%ω 伽 θg鰐 αηαMaxim. ハナ ヒリノキ ● ● ヒロハハナヒリノキ

260ル 勉卿6sガ αρ6π襯4zαMaxim。 コヨウラクツツジ ●

261.R勿404侃 伽 π α1伽6〃 漉Maxim. ム ラサ キヤシオ ● ムラサキヤシオツツジ

2621～1診04046η4zoπ 加α6勿6αη)%〃zG.Don ハ クサ ンシ ャクナゲ ● ● ● エゾ シャクナゲ

263Rぬ04046η4zo7z4αz4万 α6〃zL. エゾムラサキッツ ジ 環VU/緑 ●

1～乃0404のz470ηo配 πsz6〃z(Lindl.)

264Planchonvar.ん α6η¢」娩 γゴ(Planchon)

Wilson

ヤマツツ ジ ● エゾヤマツツジ

サ ク ラ ソ ウ科265、 砂s翻 αc雇αc16'加o∫46sDuby オカ トラノオ ● ● ●

L夕∫翻 α6伽 伽 細 γ∫sL.var.伽%7磁266

(Ledeb.)R.Kunth
クサ レダマ ●

2671)γ 伽 〃αブ砂o%加A.Gray クリンソウ 道Vu● ●

268丁 万6泓 α1ガs6%zo望 りα60:L. ッマ トリソウ ● ●

エゴ ノキ科 269S砂 名とzκoわα∬ ゴαS∫6わ.etZucc・ ハ クウンボ ク ●

モクセイ科 F名ακ勿%sZα 鰍g勿o∫ αKoidz.f.∫ 〃%α孟α270

(Nakai)Murata

アオダモ ● ● ●

F名ακ勿%∫ 祝αη4∫1痂7ガcαRupr.271

var.ブ ψo競 αMaxim.
ヤチダモ ● ●

272εyγ 伽gα 紹ガ6〃α孟α(Bl.)Hara ハ シ ドイ ● ●

ガガイモ科 273C獅 侃6伽 〃20側4α'π 〃z(Miq.)Maxim.イ ケ マ ●

ヒルガオ科 274Cα かs'69∫αブのり07zゴoαChoisy ヒルガオ ● ● ● ホソバヒルガオ

275Cα 砂s陀gゴαs確)伽 甥(L.)R.Br。 ヒロハヒルガオ ●
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帯広百年記念館紀要 第21号2003

科 名 No. 学 名 和 名
小川 大川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横 山 横 山備考

シソ科 .4gα ∫孟αo加 耀gosα(Fisch.etMey.)276

0.Kuntze
カワミ ドリ ● ● ● キタカワミ ドリ

ノ1ブ%9α6ガ1毎如Bungevar.加110∫ ゴ07277

A.Gray
カイジ ン ドウ 環EN ●豊頃

C1伽 ψ04∫〃〃z6雇 彫ηs6(Benth.)0.Kuntze

278subsp,gη%4解07襯(Maxim.)Haravar.

ρα7砂刎07㈲z(Kudo)Hara

クルマバナ ● ●

279C1勿 ψ04伽 〃z痂6名 α痂伽 〃z(Regel)Haraイ ヌ トウ バ ナ ●

C1勿 砂04勉 勉sα6勿1勿6η ∫6(Fr.Schm.)280

Koidz.
ミヤマ トウバナ ●

281五 グ60卿s鰯 刎oγ%sMichx. エゾシロネ ● ● ●豊頃

P7π π61Zαo%知7おL.subsp.α8∫ αガoα282

(Nakai)Haravar.α1甜'∫6αFern.
ミヤマウツボグサ ●

S6醜 〃碗 α カθ物6競sMaxim.283

var.%∫ ∫%7競sゴs(Rege1)Hand.一Mazz.
エゾタツナ ミソウ ● ●

S孟α6勿s卿4爾Chamissovar.魏 θ辮64客α284

(Kudo)Kitam.
イ ヌゴマ ● ●

ゴマ ノパグサ科285 M勿zz〃z6sπ ゆα16ηsガsBenth.

var.ブ 砂o航 πsMiq.
ミゾホオズキ ●

286]晦 名o競 α α〃z67ガ6απα(Rafin.)Schwein.エ ゾ ノ カ ワ ジ シ ャ 緑 ●豊頃

レセ%o痂6αs'7z6〃zs必 〃ガo%〃z(L)Pennell287

subsp.ノ 砂o痂6%初(Nakai)Yamazaki
クガイソウ ● エゾノクガイソウ

ハエ ドクソウ科
.P切 〃　α1ゆos孟 α吻 αL.var.αs磁oα288

Hara
ハ エ ドクソウ ● ● ●

オオバコ科 289pZ伽z孟 αgoαsゴαガ6αL. オオバコ ● ● ●

アカネ科 290/1s1)67認 α040名 α孟αL. クルマバソウ ●

Gα1勿 〃Z∂OZ6α16L.var,々 α〃Z孟S6ぬOlガ6%〃Z291

Maxim.
エゾノキヌタ ソウ 環VU ●豊頃

Gα1歪z6〃z々 α〃z孟s6乃αガα6〃zSteller292

var.々Ol〃Z云 ∫漉 αガ6π〃Z
エゾノ ヨツバムグ ラ ●

293Gα1珈 挽 ん∫肋 初%g%名 αOhwi キクムグ ラ ●

294Gα1伽 辮 ηα肋 ガKudo ミヤマキヌタ ソウ 緑 ● ●

295G罐 蹴 ραπz40κ蹴Maxim. ミヤマムグ ラ ●

296Gα1ガ 襯 ρε6雇o一α吻611π 辮Makino オオバ ノヤエムグ ラ ● ●豊頃

Gα1伽 　〃解oγ⑳7耀Komar.297

var.〃 躍07⑳7〃Z6
オククルマムグ ラ ●

298Gα1勿 〃z"67%〃zL.var.伽6勿oα ゆ%〃zDC.エ ゾ ノ カ ワ ラ マ ツ バ ●

スイカズ ラ科299 五〇疵66名α6乃 り1sα痂 勿Turcz.

var.6名 α∬ψ6sNakai
ネムロブシダマ 環VU/緑 ●

&z〃z∂%oz6sπz66ηzoεαL.300

subsp.々 α繍6傭 ガ6α(E.Wolf)Hulten
エ ゾニワ トコ ● ●

301y伽7鰍 吻 勉 κ伽 吻Bl.exMaxim. オ オカメ ノキ ● ●

巧 伽 π襯o卿1πsLvar.oα106s6酪302

(Rehder)Hara
カ ンボク ● ●

303巧 伽7π 襯 ω7ガg肋 ガMiq. ミヤ マガ マズミ ●

レ ン プ ク ソ ウ 科304.440κ α 辮os碗 磁611勿 αL. レンプクソウ ●

オ ミ ナ エ シ 科305.Pα!γ 勿毎 刀〃osα(Thunb.)Juss. オ トコエシ ● ●

306UzZ67ガ αηα ,勉z〃 ガ6ガBriq. カ ノコソウ ●

ウ リ科 307S6肱(ψ ゆoη 伽o痂 ⑳1勿sMaxim. ミヤマニガ ウ リ ● ● ●豊頃

キキ ョウ科 /1鹿 ηψ 乃o名α/)〃6sん∫o:⑳1ガα(Fisch.)308

Fisch.var.〃zo伽 απo:(Nakai)Hara
モイ ワシャジン ● ●豊頃

且4例q帥o名 α 〃勿勿 〃α(Thunb.)A.DC.309

var.ノ 砂o卿oα(Regel)Hara
ッ リガネニ ンジン ● ナガバ シャジン
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丹羽真一 他 十勝地方南部 ・豊頃丘陵の維管束植物相(予 報)

科 名 No. 学 名 口禾 名
小川 大川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横山 横 山備 考

キク科 310/10雇116α 〃zガ〃⑳1ガz6解L. セイ ヨウ ノコギ リソウN ●

.46雇 〃6α1吻7癬 εαL.311

subsp.規 α670αψ加Zα(Ruprecht)Heimer1
エゾノコギ リソウ ●

312/14例06α 〃oπ 雇〃zα1α∫6π初Edgew. ノブキ ● ●

ノ1πα2励α1歪s〃zα 禦7%α66α(L.)Benth.et313

Hook.fil.
ヤマハハコ ● ● ホソバノヤマハハコ

314、47'6癬sガ α 伽 αツo魏09∫Kitam. イワヨモギ 環VU ●

ノ1π6辮魏 αブαρo痂 侃Thunb.f.廻s64須)1ガ α315

Takeda
ホソバ ノオ トコヨモギ ●

316、4漉 癬sガα ん6ガ惚 απαMiq. イヌヨモギ ●

317/1π6〃zガ ∫∫α 々o歪4盟〃zガガNakai ヒロハウ ラジロヨモギ ●

318.4吻 擁 廊zηo泓 αηα(Nakai)Pamp. オオヨモギ ● ● ●豊頃

ノ1s!67α96η'oガ46∫Turcz.subsp.o〃 α'%s319

(Fr.etSav.)Kitam.var.ツ6206π ∫露Kitam.
エゾ ノコ ンギク ● ●

320.48渉67g勧 痂Fr.Schm.var.g勧 痂 エゾゴマナ ●

321/15'67s6α ∂67Thunb. シラヤマギ ク ● ●

Cαoα1ガα α%7ガo〃α云αDC.var.322

んα競 ε6勿'加(Maxim.)Matsum.
ミミコウモ リ ● ●

Cα6α1ガα ぬαs孟α云αL.subsp.07ガ6泓 α1ガ∫323

Kitam.
ヨブスマソウ ● ● ●

324Cα 膨s勿 窺 〃ガ∫!6Maxim. ミヤマヤブタバ コ ● ● ● ミヤマガンクビソウ

325C〃s伽 〃z々α〃z云s碗αガ6z6〃zLedeb. チシマアザ ミ ●

C〃 ∫∫z6〃zんα〃z云ε碗α'ガ6π解Ledeb.

subsp.ヵ66伽6〃%挽(A.Gray)Kitam.
エゾノサ ワアザ ミ ● ●

326C〃 ∫∫z4〃zjρ6π4〃z4〃zFischer タカアザ ミ ●

327α 鴬伽御 ρ6ゆ1碗 ∬競%魏Kitam. マヨワセアザ ミ ●

328E7忽6zoη α667L. エゾムカシ ヨモギ 緑 ● ● ●

E7ガ9召zoπ α667Lvar.ん α纏s6加!勉 ∫

(DC.)Herder
ムカシ ヨモギ 緑 ●

329S'6η α6琵5α 卿zz6%s(L.)Cass. ヒメジ ョオ ン N ● ●

330E万g6zo多zε α1zα46πs♂sL. ヒメムカシ ヨモギ N ● ●

331Eゆ α'oγ伽挽 漉 勿6ηs6L. ヒヨ ドリバナ ●

E吻 認07勿 吻01z勿6ηs6L.

subsp.∫ α6勉 伽6πs6(Fr.Schm.)Kitam.
ヨツバ ヒヨ ドリ ● ●豊頃

332Eゆ 認07伽 勉1勿4勿 α鰍 初DC. サワ ヒヨ ドリ ●豊頃

333Hゴ6名 α6ガz6〃zz御z∂61Zα'z6〃2L. ヤナギタンポポ ● ●

334ム167ガs46窺 認α(Thunb.)Nakai ハナニガナ ●

335盈67ガss'010π 旋 名αA.Gray イワニガナ ●豊頃

五α伽6α η翻6α παMaxim.var.6嬬 α336

(Hemsl.)Kitam.
ヤマニガナ ●

337五 認∂疵 劾 α αηαπ〃 ガα(L)Turcz. セ ンボ ンヤ リ ● ● ●

P6孟 αs露6sグ α1)oηガα6s(Sieb.etZucc.)

338Maxim.subsp.g忽 漉 π∫(Fr.Schm.)

Kitam.

アキタブキ ● ●

1)ゴ6万ε 雇6名α6歪oガ46sL.subsp.ブ α1)o窺6α339

(Thunb.)Krylov
コウゾ リナ ● ●

3401～z64わ66勉 α 如6勿 ガα孟αL. オオハ ンゴンソウ N ●

341S解6∫06α 朋 α砂b1嬬Less. ハ ンゴ ンソウ ● ●

342S6η6cガoフ ¢6〃zo%ωzsゴsL. キオン ●

So1∫4αgo9菊 α窺θαAit.var.16ゴ ψ 勿 〃α343

Fernald
オオ アワダチソウ N ● ●

So1刎 αgo麗 クgo:%7ωL.subsp.1θ ∫ooαη)α344

(Benth.)Hultenf.ブ ψo〃 α伽 ∫≠7∫sKitam.
コガ ネギ ク ● ● ●

3457加 ακα6襯 の ゼ6伽16Weber セイ ヨウタンポポ N ● ●

346y∂%ηg毎46窺 ∫6%Z認α(Houttuyn)Kitam.ヤ ク シ ソ ウ ● ● ●

347yO%ηg∫ αブψo痂6α(L.)DC. オニ タビラコ ●

ヒル ム シ ロ 科348、Po'α 祝og6如 π 加 κ配014ガFieber イ トモ 環VU ●豊頃

349Po如 初og認o多zπ α云o:多zsL. オ オヒル ムシロ ●豊頃
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科 名 No. 学 名 口禾 名 小川 大川 小川 大川帰化RDB
20022002横 山 横 山 横 山備考

トチ カ ガ ミ科350助 〃ガ〃α 〃6漉6ガ〃α'α(L.fil.)Caspary クロモ ●豊頃

イネ科 351/49%ρ 血γ1ro多z∠ソ620θ1zs6Honda エゾカモジグサ ●

352/1g%os'歪3α1∂ αL. コヌカグサ N ● ●

ノ1101)66Z〃z6sα6(1%α1♂sSobol.353

var.α 辮%紹 ηsガs(Komar.)Ohwi
スズメ ノテ ッポ ウ ●

354B60々 〃zo:ηπ勿 ミy2勾π碗 η6(Steud.)Fern.ミ ノゴ メ ●

355β70〃zπ ∫ヵα%α翼07%∫(Thunb.)Hack. キツネガヤ ●

356Bη1々 編 α6α%4伽(Munro)Fr.Schm.ホ ガ エ リガ ヤ ●

357Cα 伽 　αg名o漉sZα ηg340励 ゼ(Link)Trin.イ ワ ノガ リヤ ス ● ● ●

358CαZα 〃zαg70s!ガs4)勾6ガos(L.)Roth ヤマア ワ ● ●

359CαZα 〃2αg70s漉 加 々o麗 ηs歪sFr.etSav.ヒ メ ノガ リヤ ス ● ●

360CαZα 〃zαg70s漉sα 碗α1勿6競sFr.Schm.タ カ ネ ノガ リヤ ス ●

361Dα6ζ γ1∫sglo〃z6zα 云αL. カモガヤ N ● ●

362Dガ αγγ乃67zα ノα2りo多zガ6αFr.etSav. タツ ノヒゲ ● ●

363Eか 〃z%s磁 加 万6%sTurcz. ハマムギ ●

364Eか 〃zz6s∫狛〃ガα6sL. エゾムギ ●

365F6s'zκ α α7z〃z4ガηα06αSchreb. オニウシ ノケグサ N ●

366F6s劾oα6螂z6〃zガ07ゴ6蛎 α1ガsOhwi オオ トボシガ ラ ●

367M/1ガz4〃z伽 ∫π〃zL. イブキヌカボ ●

368Mガs6α 窺加 ∫s勿 醜sガsAnderss. ススキ ● ● エゾススキ

369漁 〃16舶67gガα10πg歪s渉010ηOhwi オオネズミガヤ ●

Mπ 〃θ功6怨 勿o%7痴 α7ゑs≠α如(Ohwi)Ohwi370

var.η ゆφo痂6αOhwi
ミヤマネズ ミガヤ ●

371P乃 α如7歪∫α7%π4勿 α66αL. クサ ヨシ N ● ●

3721)配 飾 吻1)名α陀η∫6L. オオアワガエ リ N ●

3731)加 αg〃z漉s60〃z〃z〃痂∫Trin. ヨシ ● ● ● キ タヨシ

374P乃 名αg〃z%6sノ α望)07z20αSteud. ツル ヨシ ●

375」Poα α卿zz6αL. ス ズメノカタ ビラ ●

376、Poα η6〃zo名α1ガsL。 タチイチゴツナギ N環EN●

377Poα 望)名α≠例sゑsL. ナガパグサ N ● ●

378Sαsα6勿 吻66α(Makino)Makino エゾ ノミヤコザ サ ● ●

379Sαsα ∫6襯 彫 競 ∫(Fr.etSav.)Rehderク マ イ ザ サ ● ● ●

380S6孟 α万αgZαπ6α(L)Beauv. キ ンエ ノコロ ●

381S・ 繍 加・蜘L・)Beauv・ ・ub・p・伽 ・・T
.Koyamaf.競s6駕Honda.

ム ラサキエ ノコロ ●

382S功 りα!)6ん勿zωzsガsHance ハネガヤ ● ● ●

383Z歪2α 痂α 如妙b1ガαTurcz. マコモ ●豊頃

カ ヤ ツ リ グサ 科384Cαz6κ 漉砂 α嬬 αBoott カサスゲ ● ●

385Cα 獄 α%g嘘 勿o磁ozガMeinsh. ヒ ラギ シスゲ ●

386Cα 紹κ ∂勿)乃α万6αη)αFranch. シ ョウジ ョウスゲ ● ●

387Cα7召 κ60多z歪6αBoott ヒメカ ンスゲ ● ●

Cα紹κ4η 〃zoφ雇ZαTurcz.388

var.如 加ω毎孟α(Kukenth.)Ohwi
アカ ンカサスゲ 道R●

38gC燃 翅 ガαNee・va・ ・吻 α襯(F・an・h・)T
.Koyama

ビロウ ドスゲ ●

390Cαz6κ ぬαんoπ6多z∫ガsFr.etSav. コハ リスゲ ●

Cα%砿 ぬ%〃z〃 ガsLeyss.var.πOlπ α391

(Lev.etVant.)Ohwi
ホソバヒカゲスゲ ● ●

392Cα7砿 勿6ゴsαBoott カワラスゲ ●

393Cα 名召κブ砂o忽6αThunb. ヒゴクサ ●

394Cα 燃 ρα11ガ4αC.A.Mey. ウス イロスゲ 環VU●

395Cαz召 κ 、ρゴ10∫ごzScOP. サ ッポロスゲ ● ●

Cα 形κsα6加1勿6ηs歪sFr.Schm.396

var.Sα6乃 α1ガπ6ηS∫∫
ゴ ンゲ ンスゲ ●

397Cαz6κsガ4〃rosガ6ム αHance タガ ネソウ ● ●

398S6勿)zzsω ゴ6加6名α6Bocklr. アブラガヤ ●
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科 名 No. 学 名 口禾 名
小川 大川 小川 大 川帰化RDB
20022002横 山 横 山 横 山備考

サ トイモ科 399五 夕∫ガ6雇競6α 〃傭 酌 α≠66%s6(L)Schottミ ズ バ シ ョウ ●

5y甥 ρ106αη)π∫,π)観伽sNutt.400

var.Z読ss勿z%s(Makino)Hara
ザゼンソウ ●

ツユクサ科 401Co挽 辮61勿 αoo〃z〃zz6忽sL. ツユ クサ ●

イグサ科 402〃 ηo%s伽sπ εL.var.4664)飽%sBuchen.イ ●

403∫ 観6πs纏 嬬Willden. クサイ ● ●

ユ リ科 404A11伽 吻sヵ 伽 伽sWillden. ミヤマ ラッキ ョウ ●

/1〃%〃z加 ε'07∫α1♂sL.subsp.、 ρZOI砂1)乃夕〃%辮405

Hulten
ギ ョウジャニ ンニク ● ●

Cα%漉oε7勿%初60冠 α砺〃z(Thunb.)406

Makinovar.g勧 競(Fr.Schm.)Hara
オオウバユ リ ●

407Co卿 α〃α磁 履 ε履Miq. スズラ ン ●

408D∫sヵ07%〃z∫ θ∬∫16Don ホウチ ャクソ ウ ● ●

409D歪sヵ07鰯zs魏 πα6勿π〃zA.Gray チゴユ リ ●

410五 〃劾初 挽646010歪46εA.Gray クルマユ リ ● ●

ルZ伽 渤 伽 襯4伽 伽 祝(Wood)Nels.et411

Macbr.
マイヅル ソウ ● ●

.Poかgoη伽 吻040z伽 鋭(Mill.)Druce412

var.御 ακ翻oω ゴc2ガ(Fr.Schm.)Koidz.
オオアマ ドコロ ● ●

413S〃z吻6勿 αブ砂o痂6αA.Gray ユキザサ ● ●

414T7歪11勿 挽 孟s6勿%os肋Maxim. ミヤマエ ンレイソウ ●

y幽 α〃z6〃zα1∂z6〃zL.subsp.o乾V∫61)α1z4〃z415

Hulten
バイ ケイソウ ●

%辮 〃z〃z〃z醐6々〃Regelvar.ブ α!)o溺6π〃z416

(Baker)T.Shimizu
シュロソウ ●

ラン科 417Gy〃zπ α46卿αo%6%〃 α云α(L.)Richard ミヤ マモジズ リ ●

4180zθoκ 雇sρ α渉6ηs(Lindl.)Lind1. コケイラ ン ●

419P1α 伽 伽 名α 耀 励 加1ガαF.Maek. エゾチ ドリ ●

4201)Z磁 α窺加zαsα6勿1ガ%例s∫ ∫Fr.Schm. オオヤマサギソウ ●

助 勿 窺 加∫s勿 醐s∫s(Pers.)Ames421

var.伽06照(M.Bieberson)Hara
ネジバナ ●

注.「 帰化」 のNは 帰化種,Eは 逸出種(ま たは栽培種)で ある ことを示す

注.「RDB」 欄は道RDB,環 境庁RDBお よび環境庁(1976)の 自然環境基礎調査選定種 に該当するか どうか をチ ェックした

「道Ex」 は北海道 レッドデータブ ックの絶滅種

「道Cr」 は北海道 レッドデータブ ックの絶滅危険種

「道Vu」 は北海道 レッ ドデ ータブ ックの絶滅危急種

「道R」 は北海道 レッ ドデ ータブ ックの希少種

「環CR」 は環境庁 レッ ドデ ータブ ックの絶滅危惧IA類

「環EN」 は環 境庁 レッ ドデータブ ックの絶滅危惧IB類

「環vu」 は環境庁 レッ ドデ ータブ ックの絶滅危惧H類

「環NT」 は環境庁 レッ ドデ ータブ ックの準絶滅危 瞑類

「緑」 は自然環境基礎調査の選定種

注 「小川横 山」および 「大川横 山」 の● は,横 山(1951)で 確認 されて いる種

注.「 横山備考」欄は,確 認地名 または和名(異 名)
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